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豊
か
な
老
後
生
活
は

健
康
と
生
き
が
珪
ノ
ノ
註
ソ
か
ら

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
総
人
口
の
七
％
を
超
え
る
と
、
そ
の

日
は
「
高
齢
化
し
た
社
会
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
す
で
に
日
本
は
昭
和

四
十
五
年
に
こ
の
ラ
イ
ン
を
突
破
し
、
現
在
は
総
人
口
の
一
〇
・
九

％
、
十
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
西
暦
二
千
二
〇
年
に
な
る
と
、
ほ
ほ
四
人
に
一
人
の
割
合
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
高
齢
化
社
会
を
前
に
、
わ
た
し

た
ち
は
ど
う
い
っ
た
対
応
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

健
康
は
一
生
の
”
財
産
〃

昭
和
六
十
二
年
の
日
本
人
の
平
均
寿

命
を
み
る
と
、
男
鮭
が
七
十
五
・
六
一

歳
、
女
蛙
が
八
十
一
・
三
九
歳
と
な

り
、
前
年
よ
り
も
約
〇
・
四
歳
延
び
ま

し
た
。
六
十
歳
で
定
年
退
職
と
す
る
と

そ
の
後
に
約
二
十
年
近
く
の
人
生
が
あ

る
わ
け
で
す
。

こ
の
時
期
を
楽
し
く
、
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
う
え
で
、
一
番
の
心
配
革

は
「
健
康
」
で
す
。
昭
和
六
十
一
年
の

「
長
寿
社
会
に
関
す
る
世
論
調
査
（
総

理
府
）
」
で
は
、
「
身
体
の
自
由
が
さ

か
ず
、
元
気
で
活
動
が
で
き
な
い
ぐ
ら

い
な
ら
、
長
生
き
を
し
だ
い
と
は
思
わ

な
い
」
と
い
う
人
が
全
体
の
八
一
・
四

％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
六
十
一
年
の
国
民
生

活
基
礎
調
査
（
厚
生
省
）
を
み
て
み
る

と
、
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
有

病
率
は
、
千
人
申
六
百
四
十
四
・
五
人

に
も
の
ぼ
り
、
か
な
り
の
お
年
寄
り
が

病
気
と
闘
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
し
か
も
こ
の
数

字
は
、
わ
た
し
た
ち
の
寿
命
が
今
後
も

延
び
ろ
こ
と
を
考
え
る
と
、
さ
ら
に
増

え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

お
年
寄
り
の
体
の
特
徴
を
知
ろ
う

と
こ
ろ
で
、
高
齢
者
の
健
康
状
態
に

は
、
次
の
四
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

①
病
気
に
か
か
り
や
す
い

⑧
一
人
の
患
者
が
い
く
つ
も
の
病
気
を

も
つ
こ
と
が
多
い

⑧
慢
性
の
病
気
が
多
く
、
治
療
が
長
く

か
か
り
か
ら
に
な
る

④
再
発
や
他
の
病
気
の
併
発
を
連
こ
し

や
す
い

こ
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
頭
に
お
い

て
、
若
い
う
ち
か
ら
日
々
の
健
康
づ
く

り
を
心
か
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
老
え
だ
食
事
を
と

る
、
体
操
や
散
歩
な
ど
の
適
度
な
運
動

を
す
る
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

る
、
こ
と
な
ど
を
実
行
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。
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人
生
の
完
成
期
を
い
か
に
過
ご
す
か

最
近
は
若
者
文
化
が
華
や
か
で
、
高

齢
者
の
社
会
的
な
役
割
や
地
位
は
低
下

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
自
身
も
、
若
い
世
代
と
の
交
流
が
う

す
れ
、
主
に
同
世
代
の
人
間
関
係
を
中

心
と
し
た
生
活
を
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
人
間
と
し
て

最
も
充
実
し
た
「
人
生
の
完
成
期
」
で

す
。
孤
独
に
陥
っ
た
り
、
無
為
な
日
々

を
送
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
諾
い
う
ち
か
ら
「
老
後

に
何
を
生
き
が
い
に
す
る
か
」
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
、
少
し
ず
つ
で
も
行
動

を
起
こ
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
す
ぐ
に
で
も
始
め
ら
れ

る
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

長
く
続
け
ら
れ
る
趣
味
を
も
つ

趣
味
の
あ
る
人
生
は
、
「
次
に
何
を

や
ろ
う
」
　
「
次
は
こ
う
し
て
み
よ
う
」

と
い
う
創
造
蛙
や
楽
し
さ
が
も
て
る
た

め
、
心
に
張
り
が
で
き
、
若
さ
を
保
つ

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
趣
味

を
通
じ
て
、
若
い
人
か
ら
高
齢
者
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
「
こ
れ
だ
」
と
思
え
ろ
趣
味

を
、
若
い
う
ち
か
ら
探
し
て
お
さ
ま
し

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

「
何
か
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
思

っ
て
い
る
方
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
お
す
ず
め
し
ま
す
。
例
え
ば
、
体

の
不
自
由
な
方
の
介
護
や
一
人
暮
ら
し

の
老
人
を
訪
問
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

そ
の
人
を
元
気
づ
け
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
自
身
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
絶
好

の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
地
域
の
連
帯
と
活

力
を
生
み
出
す
も
の
と
い
え
ま
し
ょ

●
つ
○

人
生
の
先
輩
の
声
を
聞
こ
う

戦
後
、
日
本
の
高
度
な
科
学
技
術
を

生
み
出
し
、
豊
か
な
生
活
環
境
を
築
い

て
き
た
の
は
、
現
在
「
お
年
寄
り
」
と

い
わ
れ
て
い
る
人
た
ち
で
す
。
毎
日
の

生
活
の
中
で
培
っ
て
き
た
豊
か
な
知
識

と
経
験
に
は
、
な
に
も
の
に
も
か
え
ら

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
、
こ

の
日
か
ら
「
老
人
福
祉
週
間
」
が
始
ま

り
ま
す
。
人
生
の
先
輩
で
あ
る
高
齢
者

の
話
を
聞
く
こ
と
は
、
あ
な
た
に
と
っ

て
も
社
会
に
と
っ
て
も
大
き
な
プ
ラ
ス

と
な
る
は
ず
で
す
。
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一∴詰訪｝嘉襲埠‡鵜
活力ある社会を創るためには、男性だけでなく、女性の行動力、創造力、感性等の

発揮が不可欠です。

∴　玲＼ヂ　　　／亡／△　∴‘、’ � �－ ÷葛漢 て－」 

0　－葎＼i＼。＿川 　　　‾＼■i器園輩護国 

と　き　昭和63年11月11日㈲ 
●開場11：30●開会12；30●終了予定16：00 

ところ　飯塚市文化センタ一大ホール 
飯嫁市西町2－58 

基調講演「高齢者福祉のあり方を考える－支えあう社会をめざし 

細面樋口恵子 
評論家、東京家政大学教授、「高齢化社会をよくする女性の会」 　代表、東京都婦人問題協議会委員。 〇一地目∴誇羞詣諾譜驚信社、学習概社、キャノ 、／∴言41蒜年スウェ‾テン、西ドイツ、イギリスの種老人福祉を視 

I　著書 

88m灘田山∴景霧葉状下手航〝主婦横わる時」「私の老い樺 
－主　催　　福岡県－ 

参加ご希望の方は、10月12日的までに下記へお申し込みください。男女を問いませ 

んo参加希望者か50名になり次第締め切らせていただきますのでお早めに申し込み 

ください。なお、当日は貸切パスで会場まで送迎いたします。 

i申し込み・剛l合わせ先i遠賀町教育委員会社会教育課　℡（293）1234 
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広報おんが

●正しいかまえ方 �e �e �● �● 

轡 �塗 �絆 �轡 �聾 、議運 
レバーを握って � �ホースをはずす �安全ピンを引き 

噴射 �向ける ��ぬく 

野外活動では、常に方位を知っていること
が大切です。地図があっても磁石をなくした
ら、、お手上げ’′では困ってしまいます。そん

な時（こ役に立つ方位のあっけ方を覚えておき

ましょう。

時計を水平にし、時
計の短針を太陽に向け
る。文字盤のi2時と短

針との問のちょうど真

申が南だ。短針の先に
マッチ棒などを立て、

カケを時計の中心に合　東

わせると太陽の位置が

正確にわかる。

木の年輪の幅が狭いほうや岩のコケのつい

ている方向が北（ニなる。

＿＿＿醒彊

方
位
を
み
つ

け
る

野外生活の知恵

サItイItlL入門

☆北斗七星で

北極星は小さくてみつけにくい。そんな時

は、ヒシヤクの形をした北斗七星が役に立つ。

ヒシヤクの先の2つの星AとBを結んだ線を

約5倍のはすと北極星だ。

☆カシオペヤ座で

季節や地形て雪ヒ斗七星が見えない時は、W

型をしたカシオぺヤ座がたよりになる。星①

と星②の延長線と星③と星（①の延長線の交点

を星（Dとむすんで約5倍のはすと、北極星が

みつかる。

（5）

使
え
ま
す
か
”
消
火
器
〃

最
近
で
は
、
一
般
家
庭
で
も
消
火
器

を
備
え
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
家
庭
の

四
分
の
一
の
人
は
消
火
器
を
実
際
に
操

作
し
た
こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。
ま
た

い
ざ
と
い
う
時
、
消
火
器
で
消
火
で
き

る
自
信
が
あ
る
と
答
え
た
人
は
全
体
の

三
割
程
度
し
か
い
ま
せ
ん
。

家
庭
の
防
火
責
任
者
で
あ
る
奥
さ
ま

が
こ
れ
で
は
困
り
ま
す
。
防
火
訓
練
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
実
際
に
消

火
器
を
使
っ
て
み
て
そ
の
使
用
方
法
を

覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
消
火
器
の
設
置
場
所
を
も
う

一
度
点
検
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
前
に

荷
物
な
ど
が
置
い
て
あ
っ
た
の
で
は
、

い
ざ
と
い
う
時
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ

ん。
油
な
べ
に
火
が
入
っ
た
ら

ま
ず
カ
ス
の
元
栓
を
締
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
し
て
状
況
に
応
じ
て
次

の
よ
う
な
方
法
で
火
を
消
し
ま
す
。

・
炎
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
ふ
た
を
し
て

火
災
・
救
急
件
数
（
7
月
中
）

圏
困
圏
囚
圏
回
圃
5
0
固

酸
素
を
遮
断
し
ま
し
ょ
う
。

・
ぬ
れ
た
バ
ス
タ
オ
ル
を
手
前
か
ら
む

こ
う
に
向
け
て
被
せ
ま
す
。

・
キ
ャ
ベ
ツ
、
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
を
扇

子
の
よ
う
に
広
げ
て
持
ち
、
ふ
た
を
す

る
よ
う
に
被
せ
ま
す
。

・
消
火
器
を
油
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う

に
、
壁
板
に
ぶ
つ
け
て
反
射
さ
せ
な
が

ら
か
け
ま
す
。



繭聾疎み日詰
j租烏龍談志鋤瞳しみ

▲仮装大会優勝の中央区チーム

8月20白土ようロ天気くもil　葛■I

老ようは、豪ぞくみんなでそうごううんどうこうえ

んのしまんあとI？大会に行きました。たくさんの人が来

ていました。となi？のおばちゃんやめぐみちゃんも来

ていました。ぼくLt金魚すくいて3び享もすくいまし

た。わたかしがおいしかったです。

np
●区対抗戦競争部門

優　勝　しまつ2世号
準優勝　今古賀艇
●オープン戦競争部門

優　勝　別府2号
準優勝　キントン号Ⅱ世

（古賀町）
●オープン戦
アイディア部門

優　勝∴スペース甲ノーム号

（若松区高須西〉

準優勝　愛しの亀田号
（八女郡上陽町）

8日21日　ロよう日 祇くもI）のち南●◆

享ようは、朝の8時かちいかだをようそうに行きま

した。たかとしおいちゃんがでているのでみんなで赤

うえんしました。いろいろないかだがあi〕ました。お

しろにバーベキューをしていたら、雨がふってきてみ

んなで六をおきをしました。

（6）



スポーツ債報
全回小学生バレーボール
指導書大会

去る7月28日から31日まで大阪府で開かれた
「全国小学生ノ、ルーホール指導者大会」で　福

岡県代表の北部地区（遠苅・中間）女子チーム
が見事優勝を果たしました。また男子チームも
健闘して6位に入賞しました。
●遠賀町からの出場者
稲自信恵、薬　京子、純手由美、純子舞香、
嶋立輝行、結城時雄、宮原征四郎

第51回夏季県民体育大会
水泳競技　8月21日田Iii市民プール
遠賀町から、柴田徹、佃孝典、大場久美代（以
上島中6）永楽秀騰（広中6）山浦華子（浅小
6）永楽朋彦（道中3）山浦忍（南中3）の各
選手が出場しました。
●女子DlOOm背泳　優勝　　　　し五滴∴∴．忍
●女子B50m平泳　2位入質　　大場久美代
●男子DlOOm背泳　5位入質’∴永楽　肋彦

遠賀面体胃腸会長杯女子
バレーボールリーグ戦結果

イ棚勝　遠賀北クラブ　　2位　遠賀青年女子
3位　遠賀甫ママ　　　4位　遠焚ママ
5位　遠賀ホワイト
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この日だけは生徒です 8月18日遠賀コミュニティセ 

シターで町内小・中学校の先生の � �　1 －。m　L 

研修会が開かれました。この日の

講師はスーパー丸和の吉田照男社
長。これからの教師は広い視野と

知識が必要と、日本経済について）
の講義を受けました。
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八
月
二
十
二
日
、
町
内
の
河
川
三
カ
所
で
小
学

生
に
よ
る
稚
ゴ
イ
の
放
流
が
行
か
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
　
「
水
と
緑
の
豊
か
を
町
」
を
目
指
し
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
三
回
目
に
怠
り

ま
す
。
子
と
も
た
ち
の
手
で
放
さ
れ
た
稚
ブ
イ
は
、

元
気
に
水
の
中
へ
泳
い
で
行
き
ま
し
た
。
こ
の
稚

ゴ
イ
も
三
年
ほ
ど
で
五
十
セ
ン
チ
に
も
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
も
し
、
あ
な
た
の
釣
針
に
小
さ
な

コ
イ
が
掛
か
っ
た
時
に
は
、
そ
っ
と
水
に
帰
し
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
。
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遠
賀
・
中
間
地
域

広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

●
採
用
予
定
人
員

・
一
般
事
務
職
員

・
技
術
職
員
（
電
気
関
係
）

・
労
務
職
員

●
受
験
資
格

・
一
般
事
務
職
員

昭
和
3
8
年
1
月
2
日
か
ら
昭
和
4
6

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

・
技
術
職
員

昭
和
3
3
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
備

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

・
労
務
職
員

昭
和
認
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
9

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
試
験
日
　
n
月
6
日
（
日
）

1
0
時
～

●
楊
　
所
　
岡
垣
東
中
学
校

岡
垣
町
大
字
山
田
1
4
7

●
申
込
受
付
　
9
月
1
9
日
（
月
）

～
1
0
月
8
日
（
土
）

平
日
8
時
5
0
分
～
1
7
時

（
土
曜
日
は
1
2
時
ま
で
）

●
串
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
肇
務
組

合
総
務
課
庶
務
係
へ

遠
賀
町
大
字
今
古
賀
8
0
6
－
3

㊨

（

2

9

3

）

3

5

8

1

福
岡
県
警
察
官
（
B
）

採
　
用
　
試
　
験

●
受
験
資
格
　
昭
和
紡
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
6
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子

●
採
用
人
員
　
約
0
0
人

●
試
験
日
　
1
0
月
2
3
日
（
白
）
一
次

●
場
　
所
・
福
岡
高
校
（
福
岡
市
）

・
小
倉
高
校
（
北
九
州
市
）

・
嘉
穂
高
校
（
飯
塚
市
）

・
明
善
高
校
（
久
留
米
市
）

●
申
込
受
付
　
～
9
月
認
日
（
水
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
瞥
察
本
部
警
務
課
任
用
係
へ

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

館

0

9

2

（

6

2

2

）

0

1

0

0

※
申
込
用
紙
は
、
遠
賀
川
派
出
所
に
用

憲
し
て
い
ま
す
。㊨

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

●
日
　
時
　
1
0
月
曲
目
（
金
）

1
0
時
～
1
4
時
5
0
分

●
場
　
所
　
岡
垣
町
衆
部
公
民
館

岡
垣
町
山
田
1
7

●
詳
細
に
つ
い
て
は

福
岡
県
遠
賀
福
祉
事
務
所
へ

八
幡
西
区
別
松
3
丁
目
7
I
l

㊥

（

6

0

1

）

2

1

2

1

戦
傷
病
者
補
装
具
支
給
・

修
理
等
の
巡
回
相
談

●
対
　
象
　
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
で
、
ほ
ぼ
3

敦
盛
以
上
の
障
害
で
、
補
装

具
の
装
着
を
必
要
と
す
る
人

●
期
日
と
均
所

・
1
0
月
1
4
日
　
岡
垣
町
東
部
公
民
館

・
1
0
月
2
1
日
　
中
間
市
勤
労
青
年
ホ

ーム

●
時
　
間
　
各
会
場
と
も
1
0
時
～
1
5
時

（
受
付
は
1
4
時
0
0
分
ま
で
）

●
持
参
品
　
戦
傷
病
者
手
帳
、
印
鑑

●
詳
細
に
つ
い
て
は

福
岡
県
民
生
部
援
護
課
へ

衝

0

9

2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

福
岡
県
立
粕
屋
新
光
園

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

●
対
　
象
・
1
8
歳
未
満
の
肢
体
不
自
由

児
・
幼
弱
中
枢
協
調
障
害
児

●
内
　
容
・
旗
育
相
談

・
医
療
訓
練
の
要
否

・
治
療
施
設
の
相
談
紹
介

・
訓
練
方
法
の
指
導
　
他

●
日
　
時
　
1
0
月
2
1
日
（
金
）
　
　
＼

遠

賀

町

職

員

●
採
用
予
定
人
員

①
一
般
事
務
職
員
　
　
2
名

⑧
給
食
調
理
員
　
　
　
1
名

⑧
保
健
婦
　
　
　
　
　
1
名

（
注
）
採
用
予
定
人
員
は
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
受
験
資
格

①
一
般
事
務
職
員
－
昭
和
3
8
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
飾
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
大
　
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
高
等
学
校
以
上
の
卒
業
者
ま

た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

②
給
食
調
理
員
－
昭
和
3
3
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
幼
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
大
　
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
中
学
校
以
上
の
卒
業
者
ま
た
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
人

⑧
保
健
婦
－
隠
和
3
3
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
色
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
　
資
格
取
得
済
み
の
人
ま
た

は
餌
年
4
月
1
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
（
但
し
給

食
調
理
員
及
び
保
健
婦
は
除
く
）

・
地
方
公
務
貝
法
第
1
6
条
に
該
当
の
人

●
一
次
試
験

・
日
　
時
　
日
月
6
日
（
日
）
即
時
～

・
場
　
所
　
岡
垣
東
中
学
校

岡
垣
町
大
字
山
田
1
4
1

・
内
　
容
　
教
護
試
験
（
給
食
調
理
貝

を
除
く
）
、
適
性
検
査
、
専

門
試
験
（
保
健
婦
の
み
）

採
用
試
験

●
二
次
試
験

・
日
　
時
　
1
2
月
中
旬

・
場
　
所
　
遠
賀
町
役
場

・
内
　
容
　
面
接
と
作
文

●
合
格
者
の
発
表

・
一
次
合
格
者
　
Ⅱ
月
下
旬
（
予
定
）

・
最
終
合
格
者
　
1
2
月
中
旬
（
予
定
）

役
場
公
示
板
に
掲
示
す
る
ほ
か
合
格

者
に
通
知

●
受
験
手
続

・
受
付
期
間
　
9
月
1
9
日
～
同
月
7
日

平
日
8
時
5
0
分
～
1
7
時

（
土
曜
日
は
1
2
時
ま
で
）

郵
送
の
場
合
は
1
0
月
3
日

消
印
の
も
の
ま
で
有
効

・
申
込
方
法
申
込
用
紙
（
役
場
人
事
係
で
交
付
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
2
枚

（
6
鋤
×
4
・
5
飲
）
と
と
も
に
提
出

郵
便
に
よ
る
場
合
は
、
切
手
恥
円

分
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
簡

易
書
留
封
筒
を
同
封
の
こ
と

申
込
書
受
付
時
に
受
験
票
を
交
付

・
申
込
先遠
賀
町
役
場
企
画
課
人
事
係

〒
組
i
4
3
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
5
1
3

㊨

（

2

9

3

）

1

2

3

4

●
採
　
用
最
終
合
格
者
は
採
用
合
格
名
簿
に

登
載
し
、
必
要
に
応
じ
て
採
用

●
給
　
与
初
任
給
は
、
一
般
事
務
職
員
及
び

保
健
婦
は
Ⅱ
万
円
程
度
、
給
食
謁
理

貝
は
1
0
万
4
、
0
0
0
円
程
度
支
給

学
歴
・
経
験
年
数
に
よ
り
加
算
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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1
0
時
～
1
5
時
（
受
付
は

調
時
0
0
分
ま
で
）

●
場
　
所
　
中
間
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム

●
詳
細
に
つ
い
て
は

県
立
粘
居
所
光
園
へ

田

0

9

2

（

9

6

2

）

2

2

3

1

不
動
産
無
料
相
談

福
岡
県
で
は
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ

る
無
料
相
談
を
行
っ
て
ま
す
。

●
相
識
内
容

●
日
　
時

●
場
　
所

●
申
込
方
法

土
地
の
価
格
・
売
買
、

賃
貸
借
、
担
保
、
相
続
、

交
換
な
ど

毎
月
第
1
、
第
3
金
曜
日

1
3
時
～
1
6
時

県
庁
1
階
県
民
相
談
室

前
も
っ
て
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

㊨

0

9

2

（

6

5

1

）

1

2

3

4

家
庭
教
育
学
級

第
二
回
の
家
庭
教
育
学
級
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
校
区
に
か
か
わ
ら

ず
に
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑤
日
　
時

③
日
　
時

9
月
1
6
日
（
金
）

1
9
時
0
0
分
～

渋
木
公
民
館

野
田
　
茂
氏

（
北
九
州
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長
・
元
北
九
州
市
教
育

委
員
会
指
導
部
長
）

9
月
滋
日
（
木
）

1
9
時
0
0
分
～

別
府
公
民
館

狩
野
　
俊
猷
氏

（
円
通
院
住
職
・
若
宮
町

教
育
委
員
）

折
尾
交
通
安
全
協
会

交
通
安
全
特
別
講
習
会

●
目
　
時
　
9
月
郷
日
（
水
）

・
受
付
1
8
時
5
0
分
～

・
開
講
1
9
時
～
2
1
時

●
場
　
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
内
　
容
・
専
門
諦
師
、
暫
察
交
通
課

員
に
よ
る
交
通
安
全
講
義

・
交
通
安
全
映
画

※
会
員
で
運
転
免
許
証
の
更
新
が
一
年

以
内
の
方
は
、
受
講
さ
れ
る
と
更
新

時
講
習
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
講
習
会

●
対
　
象
　
現
に
危
険
物
施
設
で
危
険

物
の
取
り
扱
い
作
業
に
従
事

し
、
免
状
の
交
付
ま
た
は
受

講
か
ら
3
年
を
経
過
し
た
人

●
期
　
日
　
Ⅱ
月
独
白
・
2
5
日
・
2
8
日

鉛
白
・
0
0
日
の
各
日

●
場
　
所

●
受
付
目
時

●
受
付
場
所

北
九
州
市
勤
労
者
会
館

八
幡
東
区
中
央
町
2
丁
目

n
月
5
日
・
6
日

1
0
時
～
1
6
時
0
0
分

北
九
州
市
消
防
局

小
倉
北
区
域
内
1
－
1

●
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
係
へ

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

1

初

心

者

向

け

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
よ
う
と
思

っ
て
い
る
あ
な
た
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り

方
か
ら
ル
ー
ル
ま
で
分
か
り
易
く
指
導

し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日
　
時
　
9
月
1
6
日
か
ら
毎
週
火
・

金
曜
の
2
回
（
計
1
0
回
）

1
9
時
～
2
1
時

●
堪
　
所
　
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

●
対
　
象
　
高
校
生
以
上
の
男
女

●
受
講
料
　
6
、
0
0
0
円
（
1
0
回
）

●
主
　
催
　
遠
賀
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

●
申
し
込
み
及
び
詳
細
に
つ
い
て
は

新
町
　
永
松
　
政
利
へ

舘

（

2

9

3

）

0

8

5

4

川
内
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

推
薦
入
学
制
学
生

●
募
集
定
員

・
機
械
シ
ス
テ
ム
系
　
　
　
若
干
名

・
電
子
・
情
報
シ
ス
テ
ム
系
　
〃

・
建
設
シ
ス
テ
ム
系
　
　
　
　
〃

●
応
募
資
格

①
昭
和
蝕
年
3
月
高
等
学
校
を
卒
業

見
込
み
の
人

③
高
等
学
校
の
学
業
成
績
が
優
秀
、

健
康
で
、
学
校
長
が
貸
任
を
も
っ

て
推
薦
で
き
る
人

●
試
験
日
　
Ⅱ
月
1
日
（
火
）

●
試
験
科
目
　
面
接
・
小
テ
ス
ト
（
数

学
I
）

●
受
験
料
等
　
受
験
料
1
万
3
、
0
0

0
円
　
入
学
金
不
要
　
授

業
料
1
6
万
7
、
0
0
0

円
（
年
額
）

●
願
書
受
付
　
1
0
月
日
日
～
独
白
必
着

●
そ
の
他
　
奨
学
金
制
度
、
学
生
寮

（
男
子
）
あ
り

●
詳
紬
に
つ
い
て
は

川
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広報あんが

「住宅統計調査」のお知らせ

10月1日に
「住宅統計調査」が行われま●九

住宅統計調査は、‘住宅の国勢調査、ともいわれろ我

が国の最も基本的な統計調査の一つで、昭和郷年以来5

年ごとに実施されています。この調査は、住宅の謡類、

広さ、住宅設備の状況や世帯の居住状況などを明らかに

します。調査の結果は、国や県・市の住宅建設計画、都

市計画、環境整備計画など住宅関係の施策の立案やその

達成状況を評価するための基礎資料として利用されます。

調査は、10月1日を期して、全国の14万8千地域、約

370万世帯を対象に行われ、この町内も調査地域となっ

ています。調査対象となるお宅には、9月23日から知事

が任命した調査員が調査票を持って訪問しますので、ご

協力をお願いします。

調査内容は、法律によって「統計」以外にはその使用

が堅く禁じられていますのでこ安心を。

昭和63年住宅統計餌査
遠費町役場企画課企画調整係

国民年金の保険料は
納めましたが

国民年金の保険料は毎月納めていますか？

納め忘れがないかどうか、お手もとの領収書や納付書で確
かめて下さい。保険料を納め忘れていますと、老齢基礎年金
を受けられなくはったり、けがや病気で障害者になったとき
の障害基礎年金や、あるいは万一の事故で一家の働き手が亡

くなられたときの遺族基礎年金も受けられなくなり、生活の

安定が損なわれることになります。国民年金の保険料は、毎
月キチンと納めるようにしましょう。

なお、保険料の納め忘れを防ぐために、銀行・農協などの

金融機関の口座振替（銀行などのあなたの預金口座から国民
年金保険料を自動的に支払う）の取扱いを利用されると便利
です。

お問い合わせIL役場国保年金係まで　舘（293）1234

○ ○ � ��� � � � 
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広
報
お
ん
が
で
は
、
十
月
十
日

号
で
秋
の
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
の

特
集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
掲
載

を
希
望
さ
れ
る
サ
ー
ク
ル
は
、
次

の
内
容
を
ご
記
入
に
な
り
、
役
場

企
画
課
企
画
調
整
係
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
9
月
2
4
日
（
必
着
）

n
国
事

●
サ
ー
ク
ル
の
名
称

●
簡
単
な
紹
介
文
（
紙
面
の
都
合

で
全
文
掲
載
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

●
練
習
日
と
時
間

●
練
習
場
所

●
募
集
対
象

●
費
用
（
会
費
は
月
会
費
か
年
会

費
か
、
入
会
金
の
要
不
要
、
そ

の
他
の
経
費
な
ど
）

●
申
込
先
（
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
な
ど
）

●
活
躍
中
の
写
真
（
な
く
て
も
可

紙
面
の
都
合
で
掲
載
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
そ
の
他
（
特
に
あ
れ
ば
）

秋
の
サ
ー
ク
ル
会
田
里
募
集
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考
え
よ
う

人
と
動
物
と
の
〃
い
い
関
係
〟

●
動
物
愛
護
週
間
九
月
二
十
日
～
二
十
六
日
●

「
飼
え
な
く
な
っ
た
あ
な
た
の
ペ
ッ

ト
、
も
ら
い
主
を
責
任
も
っ
て
探
し
ま

す
L
 
I
I
最
近
、
こ
ん
な
宣
伝
文
句
を

使
っ
た
ペ
ッ
ト
引
き
取
り
業
者
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
、
（
財
）
動
物
愛
護
協
会
に

持
ち
込
ま
れ
る
そ
う
で
す
。

．
業
者
〟
に
預
け
た
ペ
ッ
ト
が

行
方
知
れ
ず
に

ま
だ
子
猫
だ
と
は
か
り
思
っ
て
い
た

ら
、
五
匹
も
出
産
。
知
り
合
い
に
も
ら

い
手
は
い
な
い
し
、
捨
て
る
の
は
法
律

で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
保
健
所
で
安
楽

死
と
い
う
の
も
忍
び
な
い
…
！
。
こ
ん

な
飼
い
主
の
心
理
を
逆
手
に
と
っ
た
新

種
の
商
売
で
す
。

「
必
ず
も
ら
い
先
を
見
つ
け
出
し
、

相
手
の
住
所
と
証
拠
の
写
真
を
お
届
け

し
ま
す
。
万
一
、
も
ら
い
主
が
見
つ
か

ら
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
が
一
生
面
倒
を

見
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
取
り

料
、
不
妊
手
術
代
、
エ
サ
代
の
合
計
〇

万
円
を
い
た
だ
き
ま
す
」

こ
ん
な
言
葉
を
信
じ
て
任
せ
た
も
の

の
、
そ
の
後
、
業
者
か
ら
の
連
絡
は
一

切
な
し
。
か
わ
い
い
ペ
ッ
ト
の
安
否
が

気
に
な
り
、
問
い
合
わ
せ
て
み
て
も
、

業
者
の
応
対
は
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
で
、

ペ
ッ
ト
は
つ
い
に
行
方
知
れ
ず
…
…
。

飼
い
主
の
ほ
う
に
も
、
一
度
は
飼
育

を
放
棄
し
た
後
ろ
め
た
さ
も
あ
っ
て
か

泣
き
按
入
り
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
ほ

と
ん
ど
の
よ
う
で
す
。
動
物
愛
護
の
名

の
も
と
に
営
利
を
む
さ
ぼ
る
業
者
は
許

し
難
い
も
の
で
す
が
、
飼
い
主
に
も
責

任
が
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
状

況
が
あ
る
よ
う
で
す
。

飼
う
な
ら
ば

責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で

わ
た
し
た
ち
は
、
た
だ
好
き
だ
か
ら

か
わ
い
い
か
ら
と
い
っ
た
単
純
な
動
機

だ
け
で
動
物
を
飼
う
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
飼
う
な
ら
ば
最
後
ま
で
、
と
い

う
強
い
自
覚
と
責
任
を
持
ち
た
い
も
の

で
す
。
ま
た
、
不
必
要
な
繁
殖
を
さ
げ

ろ
た
め
に
も
、
ペ
ッ
ト
の
不
妊
・
去
勢

手
術
は
で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
に
す
ま

せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
は
動
物
を
飼
う
の

か
難
し
い
時
代
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
団
地
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
集
合
住
宅
で
は
、
騒
音
、
悪
臭
と

い
っ
た
問
題
か
ら
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
族
の
数

が
少
な
く
な
り
、
外
に
出
て
働
く
人
が

増
え
た
た
め
、
犬
を
散
歩
に
連
れ
て
い

く
こ
と
な
ど
も
お
ざ
な
り
に
さ
れ
が
ち

で
す
。
飼
い
主
が
ペ
ッ
ト
の
生
理
、
生

態
、
習
性
な
ど
を
よ
く
理
解
し
て
、
ペ

ッ
ト
が
不
必
要
な
苦
痛
を
受
け
な
い
よ

う
に
飼
育
す
る
こ
と
が
動
物
愛
護
な
の

です。九
月
二
十
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
は

「
動
物
愛
護
週
間
」
で
す
。
こ
れ
を
機

会
に
、
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
や
人
間

と
動
物
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
み
ん
な

で
も
う
一
度
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

遠
賀
俳
友
句
会
抄

池
田
　
幸
利
　
運

梅
雨
寒
の
ベ
ッ
ド
に
独
り
の
貌
と
な
る

鮭
　
永
　
小
代
子

天
空
に
太
陽
強
し
青
草
小
　
野
　
多
恵
子

十
兼
の
匂
ひ
て
闇
の
動
き
け
り

三
　
村
　
妙
　
子

病
む
母
の
見
ゆ
る
庭
木
に
蛍
籠

加
　
藤
　
栄
　
子

電
火
立
つ
遺
構
出
土
の
山
の
辺
に

柴
　
田
　
と
も
子

お
ん
が
短
歌
会
謙
茸

緑
増
す
田
の
面
に
露
の
煙
け
る

静
け
さ
野
の
遊
歩
を
ゆ
る
め
行
く

前
川
の
改
修
工
事
は
終
れ
ど
も

四
季
の
彩
な
く
水
は
た
ゆ
た
う

夕
映
え
の
蜜
を
写
し
て
静
か
な
る

川
面
を
つ
げ
め
低
く
と
び
支
う

と
お
り
南
過
ぎ
て
松
薫
の
水
滴
が

池
面
に
小
さ
さ
波
紋
ひ
ろ
ぐ
る

人
里
を
離
れ
し
山
の
墓
の
辺
に

一
羽
の
雉
が
餌
あ
さ
り
お
り

羽
中
　
錆
喜
　
選

木
　
原
　
イ
ノ
エ

井
　
口
　
絹
　
子

大
　
楊
　
房
　
江

柴
　
田
　
　
　
房

高
　
崎
　
咲
　
江
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料　　内絶　　　対楊　　時期
詮

金　　管晶　　　亀所 同　日
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料　　梅　　内対楊時期
診

金　　品　　容急所間　口
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●
浅
　
木

9
月
釦
日
（
火
）

9
時
～
n
時

1
3
時
～
1
5
時

木
守
公
民
館

9
月
2
1
日
（
水
）

●
遭
賀
川

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
釦
分
～

中
央
公
民
館

l
践
6
カ
月
～
1
歳
8
カ
　
●
虫
生
護

月
児
（
昭
和
経
年
1
月
～

3
月
生
）

母
子
手
帳
、
検
診
栗

身
体
測
定
、
保
健
指
導
、
　
●
老
　
良

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

無
料

●
上
別
府

9
時
～
n
時

1
3
時
～
1
5
時

浅
木
公
民
館

9
月
2
2
日
（
木
）

9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

浅
木
公
民
館

9
月
独
白
（
土
）

9
時
～
Ⅱ
時

老
良
公
民
館

9
月
純
白
（
水
）

9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

上
別
府
公
民
館

9
月
0
0
目
（
金
）

9
時
～
日
時

1
3
時
～
鳩
時

遠
賀
町
公
民
館
別
館

9
月
柳
日
（
木
）

9
月
2
6
日
（
月
）

9
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

中
央
公
民
館

生
後
7
カ
月
～
1
2
カ
月
児

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導
母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑
無
料


